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[目的]近年、SolitaireシステムやPenumbraシステムといった血栓回収デバイスが我が国に

おいて導入された。当院では、これらの機器の使用を含めた急性期血行再建療法を積極的

に施行している。治療成績をまとめ検討した。 

[方法]2010年10月から2015年5月に治療を行った急性期脳主幹動脈閉塞症52例を対象に患

者背景、治療結果を検討した。男性35例、女性17例、年齢は42歳から88歳（中央値69歳）

であった。来院時NIHSSは8-35（中央値19）、ASPECTS-DWIは4-11（中央値7）、病型は心原

性塞栓が28例、アテローム血栓性梗塞が20例、頚動脈解離が3例であった。閉塞血管はICA

が23例、M1が20例、M2が2例、BAが5例、PCAが2例であった。52例のうち、rt-PA静注療法無

効例が25例であった。閉塞部位や病型に応じてSolitaireシステム、Penumbraシステム、

Merciリトリーバー、バルーンPTA、マイクロガイドワイヤーによる機械的血栓破砕、rt-PA

動注、頚動脈ステントを組み合わせて治療を施行した。そのうちsolitaireシステムを7例、

Penumbraシステムを18例、Merciリトリーバーを11例に用いた。 

[結果]再開通は、TICI 2A以上が46例（88.4%）、2B以上が30例（57.6%）に認めた。3か月

後mRS 0～2の予後良好例を18例（34.6%）、死亡例を2例（3.8%）に認めた。死因はそれぞ

れ、心不全の悪化と広範囲梗塞によるものであった。1例で治療翌日に症候性頭蓋内出血を

認め、開頭術を施行した。 

[結論]新規血栓回収デバイスの使用を含めた急性期脳血管血行再建療法により、既報告と

同程度の再開通を果たし得た。閉塞部位や病型に応じて複数の手技を組み合わせて用いる



必要があった。今後は、症例選択や治療手技について更なる検討が必要と考えられる。 


